
大阪ガスケミカルの木材保護塗料    キシラデコールフォレステージ

　秋田県北部に位置する能代市の市

立東雲中学校は、2000年に現校舎

が完成した。外壁や建具などに秋田

県産のスギを用いた木質感の溢れる

校舎で、約220人の生徒が学ぶ。

　日本海を臨む能代市は、一年を通

して潮風の影響を受け、冬になるとし

ばしば吹雪にも見舞われる。厳しい自

然環境のもとで、木材を長く健全に

保つためには、適切なメンテナンスが

欠かせない。

　そのメンテナンスを、東雲中学校

では16年度と17年度の2カ年にわ

たって実施した。16年度は校舎棟、

17年度は給食棟と体育館が対象だ。

「給食棟と体育館の木部の再塗装で

は、『キシラデコールフォレステージ』

を推薦し、採用されました」。17年

度の外装メンテナンス工事を手掛けた

滝沢塗装代表の滝沢悟氏は、そう説

明する。

　当初は屋外木部用の保護塗料とし

て実績のある「キシラデコール」を使

う予定だった。しかし、工程の変更が

あり、平日にも塗装工事に入る必要

が生じたため、屋外木部用・高性能木

材保護塗料の「キシラデコールフォレ

ステージ」に切り替えた。

　提案したのは、能代市の塗料販売

店である米代商会代表取締役の長門

一攻氏だ。「平日は生徒が登校してお

り、給食の用意をしている時間帯に

も塗装する可能性があるので、臭い

が気にならない塗料を使ったほうがよ

いと思い、滝沢さんに紹介しました」。

そう話す長門氏は、自らが「キシラデ

コールフォレステージ」を使った経験

から、低臭性や乾燥の速さを実感し

ていた。

　「キシラデコール」は、薬剤が木材

の内部まで浸透し、防腐・防カビ・防虫

効果を発揮する。さらに、表面に残

る耐候性顔料が木材を長期間にわた

って保護する。それと同等の性能を

持ちながら、低臭性で乾燥も速いと

いう特徴が加わったのが、「キシラデコ

ールフォレステージ」だ。今回は、長

門氏の意見に同感した滝沢氏が、能

代市に「キシラデコールフォレステー

ジ」を提案して採用が決まった。

　塗装工事は、17年9月から10月に

かけて実施した。毎週、金曜日から

工事に入り、土日までというサイクル

を約1カ月半、繰り返した。給食棟だ

けでなく、隣接する体育館にも「キシ

ラデコールフォレステージ」を使った。

「実際に塗装した作業員も、臭いが

少なく、乾きがよいと話していました。

使い勝手も『キシラデコール』と同じで

した」と、滝沢氏は話す。

　さらに、今回に限らず、様々な建

物で「キシラデコールフォレステージ」

は有効だろうという。「塗り替えの場

合、建物内部で誰かが働いていたり、

住んでいたりします。臭いは少ないほ

うがよいし、乾燥が速ければ工期も短

くて済むのでクライアントも喜ぶでしょ

う。今回の塗り替えでも、学校側か

らのクレームなどは一切ありませんで

した」（滝沢氏）。

　近年、学校や庁舎を中心に、地域

の木材を活用する建物が増えている。

新築に限らず、そうした既存建物の塗

り替えでも、「キシラデコールフォレス

テージ」の需要は伸びそうだ。
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建物を使いながらの塗装工事では、低臭性や工期短縮が重視される。秋
田県の能代市立東雲中学校で実施された木部の塗り替えでも、そうした
点を重視して、屋外木部用・高性能木材保護塗料「キシラデコールフォレ
ステージ」を採用した。実績のある「キシラデコール」と同等の性能を持ち
つつ、臭いが気にならず、乾燥が速いという性能を備えている。

低臭のキシラデコールフォレステージ
学校を使いながらの塗装工事で採用

「能代市立東雲中学校」を訪ねて

●東京  〒103-0023 東京都中央区日本橋本町二丁目6番1号 日本橋本町プラザビル4階

能代市立東雲中学校の体育館。外壁や軒天、建具に秋田県産のスギを使っている。2017年9
月から10月にかけて外装メンテナンスを実施。木部の塗り替えには、キシラデコールフォレステ
ージのピニーを採用した

塗り替え前後の給食棟。塗り替えによっ
て、新築のような外観を取り戻したのと
同時に、防腐・防カビ・防虫効果など、木
材を守る諸性能を備えた。工程上、給食
室が稼働する平日の塗装工事になったた
め、低臭性のキシラデコールフォレステ
ージを採用した。外壁のALC板も同時に
塗り直している

▶能代市立東雲中学校
所在地／秋田県能代市向能代字トトメキ
延べ面積／7644.37㎡
完成／2000年（現校舎）
施工期間／2017年9月～10月（外装メ
ンテナンス：体育館・給食棟）

住宅地に面する正門から見た校舎の全景。
写真右奥の方向に体育館と給食棟があ
る。建物の構造は、鉄筋コンクリート造と
木造。現在の生徒数は約220人。学校
の創立は1947年。「自主」「開拓」を校訓
に掲げる

滝沢塗装は、能代市内の塗装会社。木造に限
らず、各種建物の塗装を手掛ける。滝沢悟氏
は同社の2代目

米代商会は能代市の塗料販売店。各種塗料を
自ら試験して、最適な塗料を塗装会社に提案
している

塗り替え前 塗り替え後


